
高付加心理
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気分カテゴリ：鬱、混乱、疲労、活力   
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感情マッピング生理・生体信号の取得

 触れる を測って診る

小型圧電素子を用いた
指腹触覚センサ

触覚情報に基づく
筋疲労・回復度合いの計測

 触れる を自在に操る

人体の高精度追従制御 施術動作の高速動作生成

◆ポスター内容や共同研究等について問合せ： 担当者: 豊橋技術科学大学 OPERA推進室
E-mail: opera@office.tut.ac.jp
住所: 〒441-8580 愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1
Tel: 0532-81-5138
HP: https://opera.tut.ac.jp

第3回JST OPERAシンポジウム

領域統括 澤田和明・豊橋技術科学大学
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■ 緒言

プラットフォームとして開発したイオンイメージセンサ計測技術及び

多様な感応膜形成技術を用いて、マルチモーダルセンシングの利用

分野を開拓しています。環境、農業、医療・創薬、ヘルスケア、人間機

械調和分野への展開を紹介します。

環境分野では、匂い判別技術を開発するとともに、屋内、事業所内

の環境評価を目的とした匂い検出技術を開発しています。農業分野

では、植物が発散する香りの制御、根域の生育評価や植物による屋

内空気浄化の実用化を目指します。医療・創薬分野では、細胞イオン

チャネル挙動に着目した薬効評価や疾病診断技術を確立します。ヘ

ルスケア分野では、分子鋳型ポリマー粒子生成に成功し、バイオマー

カー検出を確認しました。人間機械調和分野では、身体、心理状況を

推定するロボットケアシステムのプロトタイプ機を完成しました。

マルチモーダルセンシング共創コンソーシアム

マルチモーダルセンシングの展開

■ 匂い判別技術
機械学習を利用した。複数の異なる性質を持つ
匂い検出膜を利用することが特徴である。単一
の検出膜では正解率が低い場合でも複数の検
出膜では正解率を向上させることができる。

■ 匂いフィールド試験機
匂いセンサならびに匂いの吸引機構から
構成される。写真はビニールハウス内の匂
いのモニター実験の様子。
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■ 屋内空気浄化システム
観葉植物、その根域および培地に通気すること
で、ホルムアルデヒド等のシックハウスVoCを
吸収する。

⚫ BT20 Some Images

⚫ HMEpC Some Images

Crop RegionCrop Region

Crop RegionCrop Region

■ 環境分野

■ 農業分野 ■ 医療・創薬分野

■ ヘルスケア分野 ■ 人間機械調和分野

ガスグリット・センサ

吸引ポンプ

63 mm

■ スイートバジルの高付加価値化
香りが価値となり香草類であり、光量や培地
の電気伝導度などの生育環境を制御すること
で、香りを増大できる。

■ 根域の生育管理
根域の呼吸速度を評価する計測システムを構
築した。グラフは根域温度とCO2フラックスの
関係であり、日中、夜間で挙動が異なる。

刺激前 0 sec 滴下後1 sec 2 sec

100 mV
(High lactate)

-100 mV
(Low lactate)

■ イオンチャネル観察例
ラット脳スライスにグルタミン酸刺激を加え、
乳酸が放出されること観察した。

■ イオンチャネル観察例
ラット脳スライスにグルタミン酸刺激を加え、
Caイオンが放出されること観察した。

■ がん細胞判別
ヒト由来のがん細胞と正常細胞をイオン
イメージセンサ上に滴下し、機械学習を用
いてpH変動から判定した。正解率95%
を確認した。

■ フィジカルケアロボット
脈拍や呼吸を検出することにより、被験者のの身体、心理的な状態を推定して、ロボットハンド
にフィードバックするケアロボットプロトタイプを開発した。（東京ケアウィーク2023に出展）

■ バイオマーカー検出
ヒトの健康状態を示す低分子バイオマーカー検出膜としてMIP（分子鋳型ポリマー）を利用する
ことで酵素フリー検出膜を実現した。グルコース（糖尿病マーカー）では検出範囲10µM～5mM

を確認し、涙液での検出が可能なことを確認した。

■ マルチバイオマーカー検出
センサ上に複数のバイオマーカー検出膜を選択的に形成するために、nanoMIP粒子を生成し
て、センサ上への修飾に成功している。

■ 評価システム外観

MIP Bioelectrical Interface

DrainSource

FET
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n = 3 LOD: ~ 10 M
涙液中のグルコース濃
度：10 ~ 100 M 

(HPLC)

10 M ~ 5 mM

15 mV
(High Ca2+)

-15 mV
(Low Ca2+)刺激前 刺激後5 s 35 s 180 s

1 mm

ScoreAccuracy
（正解率）

Model

133/14492.36%
lowest loss average of 
both train & validation
（訓練＋検証）

138/14495.83%
lowest loss average of 
train（訓練）

123/14485.42%
lowest loss average of  
validation（検証）
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